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■平成20年度当初予算の状況（合併後の推移）

■水道事業会計予算（前年度との比較） ■燕市の財政力指数

平成20年度当初予算を可決

(　)単位千円

※ 平成20年3月末企業債　4,786,056千円(予定)

　 平成21年3月末企業債　4,429,069千円(予定)

県内の市の
平均値燕　市

0.508

0.528

0.550

0.716

0.735

0.764

平成17年度決算数値

平成18年度決算数値

平成19年度決算数値

差引額支　出収　入

90,449

133,314

1,485,377

1,491,723

1,575,826

1,625,037

平成20年度

平成19年度

（※１）諸収入には、中小企業振興資金預託金元金や、奨学
　　 　金貸付元金収入、各サービス利用者負担金等が含ま
　　　 れています。

■用語解説「財政力指数」

　その団体が標準的な行政を行う場合に必要な一般財源

額（基準財政需要額）のうち、どの程度税収入（基準財

政収入額）で賄えるかは、基準財政の収入額を需要額で

除して得た率をもって比較されます。

　この率を「財政力指数」と呼び、過去３カ年の平均値を

用います。この率が１に近く高い数値を示す団体ほど、

財政力が強いことになります。「地方財政小辞典」より

（※２）貸付金には、中小企業振興資金預託金、奨学金貸
　　　 付等が含まれています。
（※３）繰出金には、国民健康保険、介護保険事業、後期
　　　 高齢者医療、公共下水道事業の各特別会計への繰
　　　 出金が含まれています。

（単位：百万円）■歳　出（財源内訳）（単位：百万円）■歳　入（財源内訳）
年　度

区　分 19 年度 18 年度20 年度

合　　　計

16,796 

5,616 

4,035 

275 

2,700 

4,170 

5,324 

3,838 

72 

1,572 

2,860 

30 

30,492 

16,676 

5,489 

4,117 

256 

2,740 

4,074 

6,351 

3,268 

83 

2,728 

2,865 

30 

32,001 

16,652 

5,331 

3,732 

289 

2,699 

4,601 

6,777 

3,367 

80 

3,373 

2,595 

30 

32,874 

消費的経費

　人　件　費

　物　件　費

　維持補修費

　扶　助　費

　補償費等

投資的経費

公　債　費

積　立　金

貸付金・出資金（※２)

繰　出　金（※３)

予　備　費

年　度
区　分

依
　
存
　
財
　
源

自
　
主
　
財
　
源

19 年度 18 年度20 年度

合　　　計

9,819 

1,276 

(535)

600 

1,698 

936 

14,329 

4,850 

2,530 

987 

5,295 

(2,542)

2,501 

16,163 

30,492 

11,200 

1,578 

(786)

500 

3,029 

960 

17,267 

4,706 

2,640 

1,216 

4,397 

(3,168)

1,775 

14,734 

32,001 

11,264 

663 

(226)

400 

3,786 

997 

17,110 

4,701 

1,915 

1,455 

5,888 

(4,659)

1,805 

15,764 

32,874 

市　　　税

繰　入　金

（内財政調整基金）

繰　越　金

諸　収　入（※１)

そ　の　他

　　　 計

地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

市　　　債

（内合併特例債）

そ　の　他

 　　　計

平成20年第1回（３月）定例会は、３月６日から25日を会期として、

平成20年度の一般会計当初予算案328億7,400万円のほか、

各特別会計、水道事業会計の当初予算案が市長から提案され、

予算審査特別委員会に付託、審査を行った後、本会議で可決しました。
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■市民１人当たりで見た一般会計の基金（貯金）と市債（借金）

■合併特例債事業の事業費内訳（平成20年度事業費が１億円以上を掲載）

平成19年度末残高見込額

　　　　市民１人当たり

平成20年度末残高見込額

　　　　市民１人当たり

49億4,959万6千円

58,676　円

43億6,732万7千円

51,773　円

平成19年度末残高見込額

　　　　市民１人当たり

平成20年度末残高見込額

　　　　市民１人当たり

296億0,469万5千円

350,958　円

328億8,736万7千円

389,873　円

（9億6,988万9千円）

（ 11,497　円）

（7億4,522万7千円）

（　8,834　円）

１人当たりの基金残高　（　）内は財政調整基金 １人当たりの市債残高

※市民１人当たりの金額は、平成19年12月末日現在の人口（84,354人）で割った額です。

 1. 小中川児童館建設事業

 2. 産業史料館新館建設事業

 3. 吉田95号線道路整備事業

 4. 親水公園整備事業

 5. 五千石野中才線道路築造事業

 6. 須頃郷地区排水対策事業

 7. 八王寺佐渡線道路改良事業

 8. 小関佐渡2号線道路改良事業

 9. 地域防災無線システム整備事業

10. 燕南小学校校舎改築事業

11. 吉田南小学校改築事業

12. 燕中学校校舎改築事業

13. 分水中学校屋内運動場大規模改造事業

14. 分水総合体育館整備事業

15. 婦人会館バリアフリー改修事業

16. スポーツランド燕整備事業

17. 村づくり交付金事業　  　　　　(農道・農業用排水路整備)

18. 県営土地改良事業

万円
0,696

1,201

0,000

6,400

0,640

4,600

6,400

1,000

8,385

0,220

3,634

5,623

2,574

4,753

5,980

1,434

6,048

　
1億

8億

12億

7億

4億

9億

15億

13億

5億

11億

23億

20億

7億

8億

1億

2億

12億

万円
0,494

0,278

0,000

0,000

0,680

7,800

3,650

0,000

2,898

2,972

3,209

2,297

7,112

0,759

5,150

0,632

0,265

5,797

　
1億

6億

1億

2億

1億

5億

4億

4億

4億

3億

3億

5億

1億

4億

1億

2億

1億

1億

万円
2,340

2,480

3,600

2,180

0

5,820

0

0

353

4,991

6,870

0,432

3,882

1,600

0

0

7,050

0

　
　

1億

1億

万円
7,550

5,400

6,080

6,920

0,140

1,920

1,460

8,000

0,410

6,440

5,010

9,640

2,560

7,200

4,390

9,530

2,210

4,860

万円
390

2,390

320

890

530

1,150

2,180

2,000

2,120

1,380

1,300

2,080

660

1,950

750

1,020

110

770

万円
214

8

0

10

10

10

10

0

15

161

29

145

10

9

10

82

7

167

　
　

4億

1億

1億

2億

4億

3億

4億

2億

2億

3億

1億

3億

1億

1億

1億

事　　業　　名 総事業費
国県支出金 合併特例債

財　源　の　内　訳

一般財源
県地域づくり
資　金

平成20年度
事業費

※ 「一般財源」は燕市の負担額です。

※ 合併特例債の約30％と県地域づくり資金は、燕市の負担分となります。

※ 「6.須頃郷地区排水対策事業」の平成20年度事業費には、三条市負担分2億8,900万円が含まれています。

※ 「17.村づくり交付金事業（農道・農業用排水路整備）」の平成20年度事業費には、土地改良区負担金の888万円が含まれ

　 ています。

予算予算議会
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■３月定例会での議決結果をお知らせします
　３月定例会では、平成20年度の当初予算をはじめ、

条例の制定や一部改正、平成19年度補正予算など、市

長提出議案54件、議員提出議案３件、陳情４件は、予

算審査特別委員会や各常任委員会に付託され、それぞ

れ審査した後、本会議で下記のとおり議決しました。

専決処分の報告について

施行協定の締結について

平成20年度燕市一般会計予算

平成20年度燕市国民健康保険特別会計予算

平成20年度燕市老人保健特別会計予算

平成20年度燕市後期高齢者医療特別会計予算

平成20年度燕市介護保険事業特別会計予算

平成20年度燕市公共下水道事業特別会計予算

平成20年度燕市土地取得特別会計予算

平成20年度燕市住宅団地造成事業特別会計予算

平成20年度燕市企業団地造成事業特別会計予算

平成20年度燕市温泉保養センター特別会計予算

平成20年度燕市水道事業会計予算

燕市組織機構の見直しに伴う関係条例の整備に関
する条例の制定について

燕市附属機関設置条例の制定について

燕市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正について

燕市職員等の給与の特例に関する条例の制定について

燕市監査委員条例の一部改正について

財産の処分について

新潟県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公
共団体の数の減少及び規約変更について

燕市後期高齢者医療に関する条例の制定について

燕市手数料徴収条例の一部改正について

燕市ひとり親家庭等の医療費助成に関する条例の
一部改正について

燕市老人医療費助成条例の一部改正について

燕市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一
部改正について

燕市精神障害者医療費助成に関する条例の一部改
正について

燕市国民健康保険条例の一部改正について

燕市介護保険条例の一部を改正する条例の一部改
正について

燕市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定に
ついて

指定管理者の指定について（燕市せん定枝リサイ
クル施設）

指定管理者の指定について（燕市障がい者地域生
活支援センター）

指定管理者の指定について（燕市吉田老人センター）

指定管理者の指定について（燕市分水福祉会館）

指定管理者の指定について（燕市生活支援ハウス
分水こでまり）

報告
１号

議案
番号

議決結果
※１

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

◎

◎

○

〇

◎

○

〇

○

◎

◎

◎

◎

○

〇

○

◎

○

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

〇

◎

◎

○

〇

○

○

〇

件　　　　名

指定管理者の指定について（燕市分水コミュニティ
デイホーム）

指定管理者の指定について（分水デイサービスセン
ター）

県央土地開発公社定款の一部変更について

燕市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条
例の一部改正について

燕市産業開発促進条例及び燕市企業誘致奨励条例
の一部改正について

燕都市計画特別工業地区建築条例の一部改正につ
いて

財産の取得について

市道路線の認定について

土地改良事業の変更について

指定管理者の指定について（燕市西燕公民館）

指定管理者の指定について（燕市分水総合体育館　
ほか７施設）

平成19年度燕市一般会計補正予算（第12号）

平成19年度燕市国民健康保険特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （第３号）

平成19年度燕市老人保健特別会計補正予算（第３号）

平成19年度燕市介護保険事業特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （第３号）

平成19年度燕市公共下水道事業特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （第３号）

平成19年度燕市土地取得特別会計補正予算（第１号）

平成19年度燕市住宅団地造成事業特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （第２号）

平成19年度燕市温泉保養センター特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （第１号）

平成19年度燕市水道事業会計補正予算（第４号）

平成20年度燕市一般会計補正予算（第１号）

議案
番号

議決結果
※１

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

○

〇

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

○

議案撤回

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

〇

深刻な医師不足を打開するための法律の制定を求
める意見書

「看護師等の人材確保の促進に関する法律」の改正
を求める意見書

道路特定財源の確保に関する意見書

1

2

3

◎

◎

○

深刻な医師不足を打開するための法律の制定を求
める陳情書

「看護師等の人材確保の促進に関する法律」の改正
を求める陳情書

「道路特定財源の暫定率堅持及び関連法案の年度内
成立を求める意見書・決議の採択」等について（お
願い）

住民の安全と暮らしに直結した国の地方出先機関
を統廃合することの見直しを求める陳情書

「鳥獣被害防止特措法」関係予算を、鳥獣捕殺では
なく自然林復元と被害防除に使うこと等を求める
意見書提出に関する陳情

1

2

3

4

5

◎

◎

○

×

議会へ
報告のみ

件　　　　名

■市長提出議案

■議員提出議案

■陳情

※１　◎ 全員賛成で可決、採択されたもの
　　　○ 賛成多数で可決、採択されたもの
　　　× 賛成少数または全員反対で不採択されたもの
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総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

■常任委員会の主な議案に対する審査報告です

◆
議
案
第
16
号
　
燕
市
組
織
機
構
の
見
直

し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　
討
論
で
は
、
教
育
委
員
会
に
過
大
な
負

担
を
押
し
付
け
る
も
の
で
は
な
い
の
か
、

市
職
員
の
約
半
分
が
教
育
委
員
会
部
局
に

属
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
賛
成
し
か
ね
る

と
の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で

は
、
改
革
は
必
要
で
あ
り
、
今
回
の
条
例

制
定
の
意
味
を
理
解
し
、
積
極
的
に
展
開

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
賛
成
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
19
号
　
燕
市
職
員
等
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
行
財
政
改
革
の
た
め
に
、
管
理
職
員
か

ら
１
年
間
だ
け
５
％
の
カ
ッ
ト
を
行
っ
て

も
、
あ
ま
り
効
果
の
な
い
こ
と
で
は
な
い

か
。
む
し
ろ
行
政
改
革
を
行
う
た
め
に
職

員
の
知
恵
や
、
や
る
気
を
出
さ
せ
る
前
向

き
な
方
法
を
考
え
た
ほ
う
が
い
い
と
す
る

反
対
意
見
が
あ
り
、
起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
23
号
　
燕
市
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
方
々
に
対
し
て
制
度
の
周
知

方
法
、
ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
制
度
へ
の
理

解
度
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
と

い
っ
た
質
疑
が
あ
っ
た
ほ
か
、
制
度
実
施

に
対
し
て
反
対
と
の
意
見
が
あ
り
、
起
立

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
32
号
～
議
案
第
38
号
　
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
コ
ス
ト
の
削
減
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

利
点
と
す
る
制
度
へ
の
移
行
に
関
し
て
は
、

行
政
改
革
の
一
環
上
、
賛
成
と
す
る
意
見

が
あ
っ
た
一
方
で
、
指
定
の
期
間
に
つ
い

て
、
初
年
度
か
ら
の
５
年
は
長
す
ぎ
る
と

す
る
反
対
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
当
局
か
ら
は
、「
募
集
要

項
で
は
、
期
間
内
に
お
い
て
管
理
を
継
続

す
る
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
と
認
め
る
と

き
は
指
定
を
取
り
消
し
、
ま
た
は
、
期
間

を
定
め
て
管
理
事
務
の
全
部
、
一
部
に
停

止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
掲
げ
て
い

る
。
他
の
募
集
を
か
け
な
い
施
設
に
つ
い

て
も
、議
決
後
に
協
定
を
結
ぶ
際
の『
協
定

書
』
の
中
で
こ
の
部
分
を
明
記
し
、
互
い

の
責
任
を
明
確
に
示
し
て
い
き
た
い
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
指
定
後
の
管
理
に
対
す
る
監
査

体
制
の
強
化
と
し
て
、
権
限
を
持
た
せ
る

『
監
査
委
員
会
』
を
作
っ
て
は
と
す
る
要

望
が
あ
り
、「
指
定
管
理
の
選
考
も
含
め
、

外
部
委
員
に
よ
る
委
員
会
設
置
を
検
討
し
、

監
査
体
制
の
確
立
と
強
化
を
行
い
た
い
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
の
各
議

案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
反
対
す
る
意
見
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
各
号
と
も
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
48
号
　
平
成
19
年
度
燕
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

　
本
案
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
関
連
に
つ
い
て
反

対
と
の
意
見
が
あ
り
、
起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
43
号
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
本
案
に
つ
い
て
質
疑
の
中
で
、
さ
く
ら

公
園
建
設
に
反
対
す
る
意
見
が
あ
る
一
方
、

討
論
で
、
燕
市
は
公
園
面
積
が
少
な
く
、

さ
く
ら
公
園
は
住
民
の
や
す
ら
ぐ
場
所
と

し
て
必
要
で
あ
り
、
賛
成
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
48
号
　
平
成
19
年
度
燕
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

　
歳
出
、
土
木
費
の
大
河
津
分
水
さ
く
ら

公
園
整
備
事
業
、
産
業
史
料
館
新
館
建
設

事
業
に
つ
い
て
、
反
対
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
46
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
燕
市
西
燕
公
民
館
）

　
当
局
か
ら
、
市
民
厚
生
常
任
委
員
会
で

の
説
明
同
様
に
、
指
定
期
間
内
に
お
い
て

管
理
継
続
の
可
否
を
協
定
書
内
に
明
記
し
、

そ
れ
ら
の
評
価
等
に
つ
い
て
外
部
委
員
に

よ
る
委
員
会
を
新
た
に
設
置
し
、
管
理
業

務
の
実
施
状
況
の
評
価
や
、
継
続
の
判
断

が
で
き
る
よ
う
、
互
い
の
責
任
を
明
確
に

し
て
い
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

本
案
に
つ
い
て
は
拙
速
に
決
め
ず
、
再
検

討
を
要
す
る
と
す
る
反
対
意
見
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
48
号
　
平
成
19
年
度
燕
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

　
教
育
費
中
、
旧
配
水
塔
落
石
防
止
ネ
ッ

ト
工
事
費
の
減
額
理
由
と
改
修
等
の
予
定

に
つ
い
て
、
史
料
館
費
の
美
術
品
取
得
基

金
利
子
積
立
金
で
美
術
品
の
購
入
予
定
に

つ
い
て
、
ま
た
、
燕
中
学
校
校
舎
改
築
事

業
で
は
、
最
終
的
な
改
築
計
画
の
内
容
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
吉

田
南
小
学
校
改
築
事
業
で
は
、
児
童
ク
ラ

ブ
設
置
に
つ
い
て
、
内
容
が
決
定
し
た
段

階
で
、
検
討
委
員
会
の
委
員
に
説
明
を
し

て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
審
査
の
結
果
、
異
議
な
く
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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市

政に
対する一般質問

「燕市の発展のために質問します」

　３月定例会では１９名の議員が新庁舎建設問

題や教育問題、行財政改革や道路整備など、市

政全般にわたって、市の考えをただしました。

　一般質問と市当局の答弁の要旨を掲載しました。

　　　　　　　　 （一般質問の通告順に掲載）

心
配
な
い
の
か
、
市
の
財
政

　
吉
田
95
号
線
は
事
業
中
止
を
！

中 島 清 一
議 員

市政に対する一般質問

問
①
　
実
質
公
債
費
比
率
が
18

％
を
超
え
、
市
民
か
ら
は
心
配

す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
具
体

的
な
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
①
　
燕
市
は
起
債
借
り
入
れ

の
許
可
団
体
と
な
り
、
公
債
費

の
負
担
適
正
化
計
画
を
作
成
し

た
。
今
後
は
合
併
前
の
３
市
町

の
償
還
額
が
減
額
に
な
る
こ
と
や
、

燕
・
弥
彦
総
合
事
務
組
合
の
起
債

償
還
金
が
年
々
減
少
す
る
こ
と
か

ら
、
公
債
費
は
21
年
度
の
19
・
４

％
を
最
高
に
、
23
年
度
は
18
％
を

割
り
込
む
と
推
測
し
て
い
る
。
今

後
も
起
債
の
適
正
管
理
を
進
め
、

行
革
大
綱
前
期
実
施
計
画
を
推
進

し
て
、
行
財
政
の
健
全
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問
②
　
吉
田
95
号
線
（
吉
田
神
田

町
～
東
町
）
道
路
整
備
事
業
の
中

止
を
求
め
る
。総
事
業
費
12
億
円
、

そ
の
う
ち
道
路
建
設
に
伴
う
建
物

23
棟
、
工
作
物
２
件
の
物
件
補
償

費
が
６
億
６
、９
０
０
万
円
に
も
上

り
、
現
在
南
北
を
結
ぶ
道
路
は
近

く
に
２
路
線
あ
り
、
時
間
的
に
見

て
も
短
縮
に
な
ら
な
い
。
国
庫
補

助
金
も
あ
り
有
利
な
財
源
と
さ
れ

て
い
る
が
、「
必
要
性
」「
優
先
度
」

「
緊
急
度
」
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
。
12
億
円
は
み
ん
な
の
税

金
で
あ
る
。
中
止
を
求
め
る
考
え

に
対
し
て
市
の
見
解
は
。

答
②
　
北
地
区
に
集
積
す
る
学
校

や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
生
涯
教
育
施

設
を
つ
な
ぐ
道
路
と
し
て
、
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
北
吉
田
駅
と
吉
田
駅
前
市
街

地
や
商
店
街
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

吉
田
地
区
の
発
展
と
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
事

業
用
地
に
係
る
皆
様
方
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
事
業

の
推
進
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
③
　
CO2
削
減
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
「
ノ
ー
マ
イ
カ

ー
デ
ー
」
を
全
市
的
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

答
③
　
現
在
の
交
通
体
系
の
中

で
、
自
家
用
車
に
代
わ
る
交
通

手
段
の
確
保
な
ど
課
題
も
あ
る

が
、
実
施
で
き
る
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。現
在
策
定
中
の「
燕

市
環
境
基
本
計
画
」
の
中
に
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
施
策
と

し
て
盛
り
込
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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食
の
安
心
、
安
全
な
学
校
給
食
を

党
派
を
超
え
て

　
自
民
党
農
政
の
転
換
を
求
め
よ
う
！

本 多 了 一
議 員

中 條 征 男
議 員

市政に対する一般質問

問
①
　
農
業
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
な
い
、
稲
作
は
も
う

限
界
だ
と
悲
痛
の
声
が
農
家
か

ら
聞
こ
え
て
く
る
。
日
本
で
農

業
を
続
け
て
い
け
な
い
最
大
の

理
由
は
、
主
食
の
米
づ
く
り
で

採
算
が
取
れ
な
い
か
ら
だ
。
市

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
①
　
燕
市
に
お
け
る
主
要
農

産
物
は
米
づ
く
り
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
米
価
は
下
落
す
る

一
方
で
、
米
生
産
農
家
と
し
て
は

非
常
に
厳
し
い
現
況
に
あ
る
と
私

も
認
識
し
て
い
る
。

問
②
　
燕
市
の
稲
作
を
中
心
と
し

た
農
家
を
守
る
た
め
に
、
自
民
党

政
府
の
農
業
政
策
を
転
換
さ
せ
る

こ
と
を
大
き
く
求
め
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
も
農
業
経
営
者
と
一
体

と
な
っ
て
や
る
必
要
が
あ
る
。第
一

に
食
料
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
を

要
求
す
る
こ
と
だ
。

答
②
　
自
給
率
を
上
げ
て
い
く
、

あ
る
い
は
米
の
消
費
率
を
上
げ
て

い
く
、
こ
れ
は
並
大
抵
の
も
の
で

は
な
い
と
思
う
が
、
こ
う
い
う
こ

と
は
き
ち
っ
と
や
っ
て
い
か
な
い

と
基
本
的
な
国
政
の
抜
本
的
対
策

に
変
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
③
　
産
業
史
料
館
の
入
館
者
の

予
想
を
５
万
人
と
想
定
し
た
商
工

観
光
部
長
の
そ
の
根
拠
を
聞
き
た

い
。
５
万
人
入
ら
な
か
っ
た
ら
責

任
を
取
る
の
か
。

答
③
　
多
目
的
ホ
ー
ル
を
活
用
し

た
各
種
講
座
の
開
催
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
の
い
ろ
い
ろ
な
体
験
な
ど
、

多
く
の
小
中
学
生
の
来
館
を
期
待

し
て
い
る
。
完
成
後
は
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
多
く
の
方
か
ら
来
館
い
た
だ

け
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
責
任
を

果
た
し
た
い
。

問
④
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
法
案
が
、
共
産
党
、
民
主
党
、

社
民
党
、
国
民
新
党
共
同
で
衆

議
院
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
ご

承
知
か
。
国
民
は
こ
の
制
度
の

中
身
が
、
分
か
れ
ば
分
か
る
ほ

ど
中
止
・
撤
回
の
声
が
広
が
り
、

地
方
議
会
の
意
見
書
も
５
１
２

に
達
し
て
い
る
。
問
題
は
こ
の

制
度
が
75
歳
以
上
の
人
が
よ
く

分
か
ら
な
い
ま
ま
に
こ
と
が
進

ん
で
い
る
こ
と
だ
。

答
④
　
地
方
議
会
で
、
廃
止
や

見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
の
請

願
が
議
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

新
聞
等
で
承
知
し
て
い
る
。

問
①
　
市
農
業
委
員
会
が
農
政

施
策
の
建
議
書
を
提
出
し
た
そ

の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。　「
米
主
体
の

日
本
食
の
日
」制
定
　「
農
家
の

結
婚
相
談
員
」設
置
　「
農
産
物

輸
出
」の
推
移
　「
米
政
策
の
抜

本
的
見
直
し
」　「
農
業
委
員
選

挙
に
係
る
投
票
記
載
所
の
氏
名

等
の
掲
示
」
に
つ
い
て
。

答
①
　
　
米
の
消
費
拡
大
、
農
業

振
興
、
健
康
増
進
の
モ
デ
ル
と
し

て
貴
重
な
意
見
で
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
体
制
で
進
め
る
か
を
積
極
的

に
検
討
し
た
い
。
　
市
で
も
生
涯

学
習
な
ど
で
出
会
い
の
場
づ
く
り

を
開
設
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か

実
を
結
ば
な
い
が
具
体
的
な
対
策

協
議
の
場
を
設
け
た
い
。
　
燕
市

に
は
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
持
つ
企

業
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
携
を
図

り
な
が
ら
国
策
も
視
野
に
入
れ
、

Ｊ
Ａ
や
商
工
会
議
所
、
商
工
会
な

ど
と
協
議
し
輸
出
を
議
論
し
た
い
。

　
米
の
需
給
調
整
を
40
年
続
け
た

が
、
消
費
は
減
少
、
価
格
は
下
落

す
る
ば
か
り
。
抜
本
的
な
対
応
は

難
し
い
が
一
つ
ひ
と
つ
実
施
し
た

い
。
　
選
挙
法
の
読
み
替
え
規
定

を
適
用
し
、
分
水
地
区
の
選
挙
で

は
氏
名
掲
示
の
読
み
替
え
は
行
わ

な
か
っ
た
。
選
管
連
合
会
で
改
正

要
望
さ
れ
て
い
る
。

問
②
　
景
観
作
物
「
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
」
は
３
地
区
で
計
画
で
き
な
い

か
。
答
②
　
昨
年
は
吉
田
北
小
前
の
約

40
㌃
で
行
っ
た
。
３
地
区
で
の
実

施
は
検
討
を
重
ね
た
が
、
地
域
住

民
の
理
解
や
協
力
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
必
要
も
あ
り
、
昨
年
と
同
じ

場
所
で
行
う
。
将
来
は
３
地
区
で

行
っ
て
み
た
い
。

問
③
　
学
校
給
食
で
、
燕
市
の
４

校
で
は
中
国
産
冷
凍
食
品
の
使
用

が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
ど
う
か
。

地
元
農
産
物
活
用
の
た
め
完
全

米
飯
給
食
を
実
施
で
き
な
い
か
。

答
③
　
本
市
の
学
校
給
食
で
、

中
国
産
冷
凍
食
品
ポ
ー
ク
ピ
カ

タ
の
製
品
が
あ
る
と
い
う
の
で

納
入
業
者
に
連
絡
。
危
険
性
の

有
無
に
つ
い
て
は
、
食
品
検
査

機
関
に
依
頼
し
た
結
果
、
安
全

な
食
品
と
の
一
報
だ
っ
た
。
今

後
も
給
食
用
食
品
の
安
全
確
保

を
図
り
た
い
。
米
飯
給
食
は
燕

週
４
回
、
吉
田
週
３
・
６
回
、

分
水
週
３
回
の
割
合
。
完
全
米

飯
給
食
は
学
校
運
営
協
議
会
で

検
討
し
た
い
。

冊イ

冊イ

冊ロ

冊ロ

冊ハ

冊ハ

冊ニ

冊ニ

冊ホ

冊ホ
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子
育
て
支
援
・
子
育
ち
支
援

充
実
の
た
め
に
「
子
ど
も
部
」
の
設
置
を
！

通
学
バ
ス
の
運
行
と

　
　
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
求
め
て

土 田 　 昇
議 員

齋 藤 紀美江
議 員

市政に対する一般質問

問
①
　
最
近
の
テ
レ
ビ
や
新
聞

の
報
道
で
、
子
ど
も
の
登
下
校

時
で
の
事
件
が
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
安
全
、
安
心
も
含
め
て

遠
距
離
通
学
バ
ス
の
内
容
を
充

実
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
に

つ
い
て
伺
う
。

答
①
　
一
定
の
基
準
の
中
で
公

正
な
制
度
と
し
て
運
営
し
、
地

域
の
皆
様
方
か
ら
ご
理
解
を
得
て

実
施
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
問
②
　
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で

あ
り
、
通
学
バ
ス
の
保
護
者
負
担

軽
減
を
強
く
求
め
た
い
。

答
②
　
無
料
に
す
る
こ
と
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
公
正
な
制
度
と

し
て
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
思

っ
て
い
る
。

問
③
　
学
校
建
設
に
つ
い
て
、
同

時
に
３
校
建
設
し
て
平
成
22
年
度

ま
で
に
完
成
と
し
て
い
る
が
、
財

政
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
例
債
事

業
と
ガ
ス
譲
渡
益
で
対
応
す
る
か

ら
大
丈
夫
と
し
て
い
る
。
合
計
金

額
54
億
９
、４
０
０
万
円
の
内
容
と

内
訳
に
つ
い
て
市
民
に
公
表
す
べ

き
と
思
う
が
、
市
長
、
教
育
長
の

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
③
　
燕
南
小
学
校
が
平
成
20
年

度
か
ら
21
年
度
、
吉
田
南
小
学
校

は
平
成
20
年
度
か
ら
22
年
度
、
燕

中
学
校
が
平
成
20
年
度
か
ら
22
年

度
ま
で
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
費
と
し
て
指
摘
の
と
お
り
54

億
９
、
４
０
０
万
円
で
、
財
源
と

し
て
国
庫
支
出
金
８
億
８
、６
０
０

万
円
、
合
併
特
例
債
40
億
８
、２
０

０
万
円
、
県
の
貸
付
金
２
億
１
、４

０
０
万
円
、
一
般
財
源
が
３
億
１
、

２
０
０
万
円
で
あ
る
。
償
還
に
か

か
わ
る
公
債
費
の
借
入
額
は
、
合

併
特
例
債
お
よ
び
県
地
域
づ
く
り

資
金
貸
付
金
の
合
計
で
42
億
９
、６

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
実
質

公
債
費
比
率
は
、
平
成
21
年
度
の

19
・
４
％
を
最
高
に
、
平
成
23

年
度
で
18
％
を
割
り
込
む
状
況

で
推
計
し
て
い
る
。

問
④
　
学
校
建
設
に
つ
い
て
は
、

地
元
業
者
最
優
先
発
注
を
強
く

求
め
た
い
。

答
④
　
市
に
税
金
を
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
地
元
業
者
を
、

原
則
、
基
本
的
に
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。
産
業
政
策
と
し
て

地
元
企
業
の
技
術
力
を
高
め
る

と
同
時
に
、
活
性
化
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

問
①
　
縦
割
り
行
政
か
ら
課
題

解
決
型
の
組
織
作
り
が
必
要
で

は
な
い
か
。
子
育
て
支
援
は
福

祉
・
医
療
・
保
健
が
関
連
す
る
。

市
長
部
局
で
責
任
を
持
っ
て
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
問
題
で
行

政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
専
門
的
知
識
の
あ

る
職
員
の
採
用
や
育
成
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
①
　
子
育
て
支
援
は
母
子
手
帳

の
交
付
か
ら
始
ま
り
、
妊
産
婦
医

療
費
補
助
・
新
生
児
訪
問
・
乳
幼

児
医
療
費
助
成
・
健
康
診
査
な
ど

健
康
づ
く
り
課
や
保
険
年
金
課
が

関
わ
っ
て
い
る
。
将
来
は
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
組
織
に

し
た
い
。
専
門
的
な
知
識
の
あ
る

職
員
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権
を

担
っ
て
い
く
た
め
に
即
戦
力
や
多

様
な
専
門
的
知
識
を
有
す
る
職
員

を
確
保
す
る
た
め
に
、
優
秀
な
職

務
経
験
者
の
採
用
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
チ
ェ
ッ
ク
体
制
確
立
の
た

め
に
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

進
捗
管
理
を
し
、
職
場
内
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
し
て

い
く
。

問
②
　
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者

は
、
歩
行
者
の
割
合
が
高
齢
者
で

約
５
割
、
15
歳
以
下
で
は
約
４
割

と
な
っ
て
い
る
。
市
街
地
で
の
車

の
流
入
量
を
減
ら
し
た
り
、
ス
ピ

ー
ド
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

や
、
高
齢
者
や
子
ど
も
に
と
っ
て

安
全
な
人
優
先
の
道
路
整
備
を
進

め
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
た
め
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
計
画
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
る

の
か
。
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
民
は
遠
く
の
大
き
い
公
園
よ
り

気
軽
に
歩
い
て
行
け
る
身
近
な

公
園
を
求
め
て
い
る
。

答
②
　
交
通
事
故
削
減
の
た
め

に
ス
ト
ッ
プ
・
ル
ッ
ク
事
業
に

取
り
組
む
。
電
鉄
跡
地
の
遊
歩

道
や
歩
道
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
計
画
は
環
境
基
本
計
画
の
策

定
後
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

廃
食
油
で
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
公
用
車

に
利
用
し
て
い
る
。
公
園
用
地

と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
10
カ

所
に
つ
い
て
は
、
順
次
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
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児
童
の
放
課
後
・
保
育
ニ
ー
ズ
の
充
実

　
　
　
　
学
校
給
食
の
安
全
性
確
保

学
校
施
設
の
統
廃
合
と

　
　
そ
の
後
の
利
活
用
の
計
画
を

金 子 正 子
議 員

渡 邉 広 宣
議 員

市政に対する一般質問

問
①
　
子
育
て
支
援
課
が
教
育

委
員
会
に
移
管
さ
れ
る
が
、
部

局
の
職
員
が
か
な
り
増
え
る
。

現
場
の
す
り
合
わ
せ
は
十
分
か
。

子
育
て
の
総
合
的
な
あ
り
方
を

ど
う
検
討
し
支
援
す
る
か
。

答
①
　
子
育
て
支
援
課
の
移
管

で
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
な
か
ま

の
会
な
ど
の
情
報
共
有
の
迅
速

化
も
図
ら
れ
、
従
来
以
上
に
施
設

の
あ
り
方
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
検

討
も
進
み
、
保
育
、
教
育
の
ノ
ウ

ハ
ウ
共
有
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
。
幼
児
保
育
、
幼
児
教
育

基
本
計
画
検
討
委
員
会
も
、
幼
保

一
元
化
な
ど
の
意
見
集
約
が
取
り

や
す
い
と
期
待
し
、
20
年
度
か
ら

の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
に

も
大
い
に
反
映
で
き
る
と
思
う
。

児
童
ク
ラ
ブ
や
な
か
ま
の
会
の
整

理
統
合
に
は
ど
ち
ら
が
い
い
か
、

機
能
は
ど
う
す
る
か
、
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
か
な
ど
20

年
度
中
に
方
向
性
を
示
す
。

問
②
　
健
康
増
進
計
画
が
策
定
さ

れ
た
が
、
そ
の
た
め
の
組
織
づ
く

り
、
施
設
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の
計
画

は
。
市
民
が
自
ら
行
動
す
る
た
め

の
評
価
を
含
め
た
保
健
計
画
は
。

受
動
喫
煙
の
防
止
は
。
食
育
推
進

の
取
り
組
み
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
学
校

給
食
で
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
②
　
各
地
域
で
の
保
健
推
進
に

向
け
た
組
織
づ
く
り
が
急
務
だ
。

市
で
は
保
健
推
進
委
員
協
議
会
、

食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
も

あ
り
、
地
域
に
根
ざ
す
計
画
に
な

る
よ
う
推
進
す
る
。
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
で
評
価
検
証
を
お
願

い
し
た
い
。
庁
舎
ご
と
に
施
設
内

禁
煙
が
で
き
る
状
況
か
、
禁
煙
時

間
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
か
、
効

果
的
な
方
法
を
十
分
検
討
す
る
。

食
育
は
広
い
分
野
の
か
か
わ
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
必
要

で
今
ま
で
以
上
に
努
力
す
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応
は
、

個
別
調
理
の
給
食
施
設
や
専
門

の
職
員
配
置
な
ど
難
し
い
問
題

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
③
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間

委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
導
入

の
公
正
、
透
明
な
選
定
は
。

答
③
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
２
施

設
を
統
合
す
る
か
な
ど
、
民
間

活
力
の
導
入
が
で
き
る
か
検
証

を
加
え
、
20
年
度
決
断
す
る
。

指
導
監
督
に
監
査
委
員
の
監
査

や
経
理
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、

透
明
性
の
確
保
に
努
め
た
い
。

問
①
　
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小

中
学
校
の
統
廃
合
計
画
を
早
急

に
。
ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る

計
画
は
、
完
成
後
の
利
活
用
、

目
的
変
更
で
き
る
設
計
に
変
更

す
べ
き
で
は
。

答
①
　
学
校
の
統
廃
合
に
関
し

て
は
、
平
成
20
年
度
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

検
討
す
る
。
し
か
し
、
一
定
の
方

向
性
が
出
て
も
実
現
す
る
の
は
相

当
の
年
月
を
要
す
る
と
思
っ
て
い

る
。
統
廃
合
さ
れ
た
場
合
、
空
い

た
校
舎
な
ど
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
あ
る
い
は
児
童
館
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
子
育
て
支
援
策
へ
の

転
用
な
ど
の
利
活
用
を
視
野
に
、

ま
た
、
設
計
変
更
は
可
能
な
限
り

検
討
し
て
み
た
い
。

問
②
　
職
員
の
６
割
以
上
が
、
燕

市
の
行
政
運
営
は
環
境
の
変
化
に

適
応
で
き
て
い
な
い
と
意
識
調
査

で
回
答
し
て
い
る
。
８
万
４
千
人

の
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
職
員
の

姿
勢
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
施
策
を
市

民
は
期
待
し
て
い
る
。
今
ま
で
の

一
過
性
の
研
修
で
い
い
の
か
。
エ

キ
ス
パ
ー
ト
を
含
め
た
中
途
採
用

な
ど
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

答
②
　
人
材
の
育
成
基
本
方
針
に

基
づ
い
て
、
職
員
の
能
力
開
発
と

人
材
活
用
を
進
め
る
た
め
に
、
人

事
評
価
制
度
の
構
築
を
進
め
て
い

き
た
い
。
一
定
の
経
験
年
数
に
達

し
た
職
員
に
階
層
別
研
修
と
専
門

研
修
に
加
え
、
職
務
に
連
動
し
た

研
修
体
制
づ
く
り
を
具
体
的
に
検

討
し
て
い
く
。
人
材
の
採
用
に
つ

い
て
は
、
少
数
精
鋭
が
要
求
さ
れ

て
お
り
採
用
試
験
に
工
夫
を
し
な

が
ら
職
員
の
能
力
開
発
、
人
材
育

成
を
促
進
す
る
職
員
研
修
体
制
の

構
築
に
努
め
る
。
大
き
な
組
織
に

な
り
、
職
員
が
与
え
ら
れ
た
権
能

に
十
分
責
任
を
持
ち
、
市
民
の
た

め
に
そ
れ
を
果
た
し
て
い
く
。

　
改
築
が
待
た
れ
る
吉
田
南
小
学
校

▲
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道
の
駅
国
上
の
施
設
の
改
善
を

地
区
別
事
業
の
取
り
組
み
は
数
値
の

隔
た
り
が
あ
り
、公
平
公
正
さ
に
欠
け
て
い
る

須 田 一 郎
議 員

山 﨑 雅 男
議 員

市政に対する一般質問

問
①
　
道
の
駅
国
上
は
、
越
後

の
名
刹
国
上
寺
の
あ
る
国
上
山

の
麓
に
あ
り
、
て
ま
り
の
湯
や

足
湯
も
好
評
で
大
型
観
光
バ
ス

で
の
観
光
客
も
年
々
増
え
て
い

る
。
観
光
客
は
ま
ず
ト
イ
レ
で
、

そ
の
前
で
並
ん
で
い
る
。
他
の

こ
と
は
少
し
く
ら
い
我
慢
で
き

る
が
、
ト
イ
レ
は
我
慢
が
で
き

な
い
。
早
急
に
ト
イ
レ
の
増
設
を

考
え
て
は
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
パ

ー
ク
久
賀
美
に
は
燕
の
特
産
物
の

家
庭
金
物
や
洋
食
器
、
器
物
等
が

価
格
を
付
け
て
展
示
し
て
あ
る
が

販
売
は
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
販
売

し
て
い
な
い
の
か
。

答
①
　
道
の
駅
国
上
の
ト
イ
レ
の

増
設
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
よ
り

強
い
要
望
も
あ
っ
た
。
浄
化
槽
は

２
０
０
人
程
度
が
必
要
で
６
、２
０

０
万
円
ほ
ど
か
か
る
。
有
利
な
補

助
事
業
等
の
財
源
を
模
索
中
で
あ

る
。
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
久
賀
美
で

の
展
示
物
の
即
売
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
あ
る
３
カ
所
の
民
間
展
示

即
売
所
と
の
関
係
も
あ
り
、
今
後

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
問
②
　
ビ
ジ
ョ
ン
よ
し
だ
は
敷
地

面
積
も
広
く
、
駐
車
場
も
体
育
館

と
一
部
共
有
の
所
も
あ
り
、
３
７

０
台
以
上
の
駐
車
が
で
き
る
。
建

設
か
ら
13
年
が
過
ぎ
た
が
、
外
観

も
内
部
も
き
れ
い
だ
。
掃
除
も
行

き
届
い
て
お
り
公
共
の
建
物
と
し

て
は
珍
し
く
清
潔
感
が
あ
る
。
平

成
18
年
３
月
か
ら
燕
吉
田
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
団
へ
名
前
も
変
え
、

指
定
管
理
の
指
定
を
受
け
て
役
職

員
全
員
で
頑
張
っ
て
い
る
が
、18
・

19
年
度
も
７
、０
０
０
万
円
以
上
の

市
の
持
ち
出
し
が
続
い
て
い
る
。

官
の
考
え
だ
け
で
な
く
、
広
く
民

間
の
考
え
や
力
を
導
入
し
て
は
。

答
②
　
平
成
６
年
に
住
民
の
健
康

増
進
と
体
位
向
上
を
図
る
目
的

で
建
設
さ
れ
、
多
く
の
人
か
ら

今
ま
で
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
維
持
管
理
業
務
委
託
料

の
市
の
持
ち
出
し
が
こ
れ
ま
で

も
議
会
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

事
業
団
に
指
定
管
理
者
の
指
定

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
以

上
、
市
の
持
ち
出
し
は
当
然
だ

が
、
市
と
事
業
団
と
の
協
議
の

中
で
、
指
定
管
理
料
の
減
額
に

努
め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
に
愛
さ
れ
る
施
設
と
し
て
、

事
業
団
と
と
も
に
健
全
な
経
営

に
向
け
て
努
力
を
し
て
い
く
。

問
①
　
新
庁
舎
建
設
用
地
取
得

に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
。
警

察
署
庁
舎
移
転
計
画
の
動
向
は
。

答
①
　
一
平
方
㍍
当
た
り
１
万

８
０
０
円
を
提
示
し
、
同
意
を

得
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
燕
警

察
署
移
転
は
庁
舎
建
設
地
の
東

側
６
、２
０
０
平
方
㍍
を
求
め
、

平
成
24
年
度
に
完
成
移
転
の
予

定
。
安
全
セ
ン
タ
ー
の
移
転
は
、

交
通
安
全
協
会
と
の
調
整
で
具
体

的
な
方
向
は
出
て
い
な
い
。

問
②
　
現
庁
舎
利
活
用
に
対
し
て

耐
震
補
強
の
調
査
結
果
は
。

答
②
　
吉
田
庁
舎
は
、
本
館
平
屋

部
分
の
耐
震
壁
の
増
設
、
改
修
お

よ
び
屋
根
面
へ
の
補
強
。
分
水
庁

舎
は
、
耐
震
壁
を
広
範
囲
に
わ
た

り
大
規
模
な
補
強
。
燕
庁
舎
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
修
事
業
。

問
③
　
事
業
年
度
平
準
化
調
整
段

階
。一
般
分
の
比
率
は
、燕
地
区
58
・

６
％
、吉
田
地
区
20
・
６
％
、
分
水

地
区
20
・
７
％
で
事
業
の
取
り
組
み

方
が
、
あ
ま
り
に
も
数
値
の
隔
た

り
に
公
平
公
正
さ
に
欠
け
て
い
る
。

答
③
　
燕
地
区
は
、
八
王
寺
佐
渡

線
の
街
路
事
業
、
各
学
校
施
設
の

改
修
事
業
、
さ
ら
に
須
頃
郷
地
区

の
排
水
対
策
事
業
を
追
加
し
、
額

面
で
事
業
費
に
差
異
が
生
じ
て
い

る
こ
と
は
事
実
。
今
後
、
地
域
の

特
殊
事
業
に
も
柔
軟
に
配
慮
し
、

全
市
的
な
視
点
で
検
討
し
た
い
。

問
④
　
長
善
館
は
、
教
え
る
者
と

受
け
る
者
の
心
が
通
じ
合
っ
て
こ

そ
教
育
の
成
果
が
上
が
る
こ
と
を

立
証
。
漢
学
塾
長
善
館
の
事
績
を

永
久
に
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
郷
土

の
歴
史
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
地
域
お
こ
し
の
一
環
を
願
っ

た
事
業
で
あ
る
。
予
算
計
上
を
し

な
か
っ
た
経
緯
は
。

答
④
　
長
善
館
は
大
き
な
文
化
遺

産
。後
年
度
検
討
で
中
止
で
は
な
い
。

問
⑤
　
粟
生
津
６
号
線
は
、３
地
区

を
結
ぶ
基
幹
道
路
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
で
、企
業
誘
致
に
も
弾

み
が
つ
く
重
要
な
道
路
。首
長
決

裁
で
掲
げ
た
共
通
事
業
の
は
ず
。

答
⑤
　
燕
地
区
の
地
盤
が
軟
弱

で
中
断
。
ま
ず
吉
田
、
分
水
地

区
の
橋
梁
整
備
を
行
い
た
い
。

問
⑥
　
全
国
初
の
上
水
道
全
戸

給
水
を
成
し
遂
げ
た
旧
配
水
塔
。

答
⑥
　
配
水
塔
改
修
で
き
た
ら

周
辺
の
環
境
整
備
を
行
い
た
い
。

問
⑦
　
食
育
は
健
康
な
心
と
体

を
培
い
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
。

答
⑦
　
年
間
指
導
計
画
の
作
成

状
況
を
把
握
し
食
育
推
進
し
た
い
。
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危
機
感
い
っ
ぱ
い
　
燕
市
の
財
政

燕
中
等
教
育
学
校
設
置
は
失
敗

　
　
　
教
員
学
校
体
質
の
適
性
欠
如

塙　　豊
議 員

大 岩 　 勉
議 員

市政に対する一般質問

問
①
　
燕
市
財
政
計
画
を
基
に
、

今
後
の
新
市
建
設
計
画
を
推
進

し
て
い
く
と
の
考
え
を
当
局
は

示
し
て
い
る
。
日
本
経
済
は
ア

メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
問
題
の
発
覚
に
よ
り
、
世
界

の
景
気
動
向
が
一
気
に
後
退
し

て
い
る
。
行
き
場
を
失
っ
た
オ

イ
ル
マ
ネ
ー
は
、
石
油
を
中
心

と
し
た
商
品
相
場
に
流
れ
込
み
、

異
常
な
ま
で
の
原
油
高
と
な
っ
て

表
れ
、
４
月
以
降
の
物
価
の
値
上

が
り
は
避
け
ら
れ
ず
、
特
に
鉄
鉱

石
の
65
％
の
値
上
が
り
は
、
当
然

燕
の
地
場
産
業
に
大
き
な
痛
手
に

な
る
こ
と
は
当
然
予
見
で
き
る
。

さ
ら
に
、
特
例
債
の
70
％
が
地
方

交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
を
過

大
に
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
交
付

税
の
総
支
給
額
が
増
え
な
い
限
り
、

市
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
の
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
と
、
市
民
負
担
の
増

加
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が

市
長
は
い
か
が
か
。

答
①
　
地
方
分
権
が
進
む
中
で
自

治
体
間
の
政
策
競
争
へ
と
シ
フ
ト

し
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
社
会
を
迎
え
、
税
収
の
落
ち

込
み
や
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に

よ
る
国
庫
補
助
金
、
地
方
交
付
税

の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
財
政
状

況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
人
件

費
の
削
減
、
民
間
委
託
、
補
助
金

の
見
直
し
な
ど
行
財
政
改
革
に
努

め
る
。

問
②
　
20
年
度
下
水
道
事
業
は
、

灰
方
地
内
に
あ
る
終
末
処
理
場
の

整
備
を
除
く
と
、
事
業
費
ベ
ー
ス

で
19
年
度
に
比
較
し
て
半
分
と
な

る
。
こ
の
状
況
は
終
末
処
理
場
の

整
備
が
終
了
す
る
ま
で
の
７
年
間

継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
受

益
者
負
担
金
も
当
然
減
収
と
な
り
、

今
後
下
水
道
事
業
債
の
償
還
に
影

響
が
避
け
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

景
気
の
後
退
感
が
避
け
ら
れ
な
い

燕
地
域
の
業
者
へ
の
工
事
量
も

半
減
す
る
こ
と
に
な
り
、
燕
の

雇
用
情
勢
も
含
め
、
地
域
経
済

現
状
に
与
え
る
影
響
は
厳
し
く

な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
の

下
水
道
事
業
の
行
方
に
つ
い
て

考
え
を
聞
く
。

答
②
　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

全
体
計
画
区
域
、
お
よ
び
汚
水

処
理
の
整
備
手
法
の
見
直
し
を

含
め
、
効
率
的
、
効
果
的
に
事

業
を
進
め
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

【
新
燕
市
一
体
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
】

問
①
　
市
役
所
の
活
性
化
と
資

質
向
上
の
努
力
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
①
　
職
員
の
能
力
開
発
と
人

材
活
用
、
組
織
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
人
事
評
価
制
度
検
討

委
員
会
を
設
置
し
た
。

問
②
　
燕
市
合
併
２
周
年
市
民
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
市
内
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー
参
加
者
の
状
況
は
。

答
②
　
定
員
60
名
に
対
し
１
０
０
名

を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
り
、希
望

者
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問
③
　
燕
市
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
な
ど
を
開
催
し
た
ら
ど
う
か
。

答
③
　
旧
３
市
町
の
歴
史
を
物
語

る
所
蔵
品
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

一
体
感
が
醸
成
さ
れ
る
と
思
っ
て

い
る
。産
業
史
料
館
完
成
後
の
企
画

展
と
し
て
開
催
に
向
け
検
討
す
る
。

【
教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て
】

問
④
　
燕
北
中
に
入
学
者
が
近
年

少
な
い
が
、生
徒
確
保
の
戦
国
時
代

と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
む
努
力
を
。

答
④
　
今
年
度
も
22
人
他
校
に
入

る
予
定
で
あ
る
。
学
校
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

問
⑤
　
燕
北
中
の
部
活
動
の
休
部

が
進
ん
で
い
る
が
、
生
徒
の
得
意

分
野
を
伸
ば
し
、
魅
力
ア
ッ
プ
校

を
目
指
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
⑤
　
地
域
の
方
々
や
保
護
者
か

ら
部
活
動
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い

と
強
い
要
望
は
あ
る
が
、
生
徒
数

の
減
少
や
教
員
数
が
少
な
く
な
り

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

問
⑥
　
燕
中
等
教
育
学
校
の
設
置
は

失
敗
で
は
な
か
っ
た
か
。と
い
う
の

は
、ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
燕
で
小
学
生

に
対
し「
傲
岸
不
遜
」な
る
振
る
舞
い

を
し
た
人
物
が
、県
立
燕
中
等
教
育

学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
。こ
の
よ
う

な
教
師
に
教
え
ら
れ
て
い
る
生
徒
は
、

進
学
率
向
上
だ
け
を
目
標
と
し

た
自
己
中
心
型
で
、
チ
ー
ム
プ

レ
ー
が
で
き
な
い「
人
面
獣
心
」

な
子
ど
も
を
育
て
る
の
で
は
な

い
か
と
、
教
師
の
質
の
悪
さ
か

ら
危
惧
し
て
い
る
。
教
員
と
し

て
の
適
性
に
欠
け
る
学
校
体
質

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
⑥
　
失
敗
で
あ
っ
た
か
ど
う

か
の
判
断
は
非
常
に
難
し
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
学
力
重
視

の
学
校
運
営
を
行
っ
て
い
る
面

も
見
ら
れ
、
教
員
の
適
性
欠
如

体
質
に
つ
い
て
は
、
校
長
に
指

導
す
る
よ
う
伝
え
る
。
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新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
と

　
　
　
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て

中
小
企
業
へ
の
都
市
ガ
ス
転
換
に

　
補
助
制
度
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

平 原 一 吉
議 員

杣 木 義 男
議 員

市政に対する一般質問

問
①
　
庁
舎
建
設
予
定
地
の
取

得
状
況
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
の
か
。

答
①
　
昨
年
の
12
月
に
土
地
の

鑑
定
評
価
に
基
づ
き
検
討
し
た

結
果
、
取
得
価
格
は
手
取
り
、

一
反
当
た
り
１
、０
８
０
万
円
の

提
示
を
し
て
お
願
い
を
申
し
上

げ
て
い
る
。
現
在
の
提
示
額
を

基
に
３
月
中
に
何
と
し
て
で
も
同

意
を
得
る
べ
く
、
再
三
に
渡
り
地

権
者
の
皆
さ
ん
方
と
交
渉
を
重
ね

て
い
る
。

問
②
　
今
現
在
、
地
主
の
同
意
が

得
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
第
２
、

第
３
の
建
設
地
を
選
定
す
べ
き
だ

と
思
う
が
、
第
２
と
し
て
現
在
建

設
中
の
親
水
公
園
の
場
所
な
ど
ど

う
か
。第
３
の
場
所
と
し
て
合
併
当

時
予
定
地
に
挙
が
っ
た
場
所
な
ど
、

再
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
②
　
現
行
の
中
で
お
願
い
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
建
設
予
定
地
の
取
得
に
向
け
て

最
善
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
、
市

の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
③
　
特
殊
勤
務
手
当
の
中
で
、

滞
納
処
分
手
当
、
徴
収
手
当
、
行

旅
病
人
等
収
容
手
当
、
し
尿
処
理

手
当
の
支
給
の
理
由
と
説
明
を
求

め
る
。

答
③
　
燕
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
規
程
に
基
づ
き
、
著
し

く
危
険
、
不
快
、
不
健
康
、
ま
た
、

困
難
な
勤
務
の
特
殊
性
に
応
じ
て

支
給
し
て
い
る
。
支
給
額
は
滞
納

処
分
手
当
一
日
２
０
０
円
、
徴
収

手
当
一
日
２
０
０
円
、
行
旅
病
人

等
収
容
手
当
は
一
回
２
、０
０
０
円
、

し
尿
処
理
手
当
は
一
日
５
０
０
円

で
あ
る
。

問
④
　
今
ま
で
実
施
の
な
い
防
疫

作
業
手
当
、
水
質
検
査
手
当
を
含

む
６
種
類
の
手
当
は
廃
止
し
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

答
④
　
現
段
階
で
は
条
例
に
規
定

さ
れ
て
い
る
特
殊
勤
務
手
当
に

つ
い
て
は
、
支
給
の
妥
当
性
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、

業
務
内
容
の
調
査
を
受
け
、
条

例
改
正
の
必
要
が
あ
れ
ば
廃
止

な
ど
を
含
め
て
提
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
①
　
燃
料
高
騰
で
、
多
く
の

中
小
企
業
経
営
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
都
市
ガ
ス
は
価
格
変

動
の
な
い
安
定
供
給
が
可
能
で
、

環
境
浄
化
に
も
期
待
が
持
て
る
。

企
業
の
継
続
、
発
展
、
育
成
を

図
る
た
め
に
も
設
置
に
係
る
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
に
対
し
て
、

補
助
助
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
①
　
今
後
も
都
市
ガ
ス
へ
の
設

備
転
換
に
対
す
る
助
成
制
度
へ
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
、
市
内
中
小
企

業
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
た
支
援
を
模

索
す
る
中
で
、
燕
商
工
会
議
所
、

あ
る
い
は
吉
田
、
分
水
の
商
工
会

を
は
じ
め
、
支
援
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
中
小
企
業
の
振
興

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
②
　
都
市
ガ
ス
は
環
境
対
策
と

し
て
、
国
の
補
助
事
業
が
受
け
ら

れ
る
。
地
震
な
ど
の
災
害
や
停
電

に
も
強
い
安
定
供
給
可
能
な
都
市

ガ
ス
供
給
が
必
要
と
思
う
。ま
た
、

市
民
の
平
等
供
給
の
面
か
ら
考
え

る
と
、市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る

立
場
と
し
て
、分
水
地
域
に
お
け
る

都
市
ガ
ス
整
備
の
空
白
地
を
、今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
②
　
供
給
区
域
に
な
っ
て
い
な

い
空
白
地
は
、当
初
、国
が
ガ
ス
事

業
を
認
可
申
請
す
る
際
、他
の
燃
料

が
有
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
域
の

要
望
は
な
く
、そ
の
後
要
望
が
あ
っ

た
が
申
込
者
の
工
事
負
担
金
が
非

常
に
高
額
な
た
め
断
念
し
た
経
過

が
あ
る
。今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

地
元
か
ら
の
強
い
要
望
等
に
合
わ

せ
て
、業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

問
③
　
学
校
施
設
４
事
業
が
実
施
さ

れ
る
中
、学
校
の
老
朽
化
や
少
子
化

が
進
む
状
況
に
お
い
て
、小
中
一
貫

教
育
や
統
廃
合
の
計
画
を
ど
の
よ

う
に
進
め
対
応
が
な
さ
れ
る
の
か
。

答
③
　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

20
年
度
中
に
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、燕
市
の
教
育

や
学
校
の
適
正
規
模
、学
校
区
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

問
④
　
文
部
科
学
省
は
、ゆ
と
り

教
育
を
見
直
し
、学
力
指
導
が
重

視
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、子

ど
も
た
ち
へ
の
学
習
時
間
の
対

応
や
心
の
指
導
が
さ
れ
る
の
か
。

答
④
　
学
習
時
間
は
、
小
学
校

で
２
時
間
、
中
学
校
で
１
時
間

増
え
る
。
教
育
委
員
会
で
は
学

習
補
助
員
を
配
置
し
、
き
め
細

か
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
補
充

学
習
の
時
間
を
確
保
し
、
子
ど

も
が
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を

指
導
し
た
い
。
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行
財
政
改
革
の
第
一
歩
は

　
　
補
助
金
・
委
託
料
の
見
直
し
か
ら

燕
の
恥
を

　
い
つ
ま
で
も
さ
ら
し
て
お
く
の
か

大 原 伊 一
議 員

タナカ・キン
議 員

市政に対する一般質問

問
①
　
燕
市
の
19
年
度
に
お
け

る
補
助
金
・
委
託
料
の
総
額
は
、

43
億
２
、９
９
３
万
８
千
円
あ
り
、

そ
の
中
で
平
成
16
年
に
設
立
さ

れ
た
非
営
利
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
バ
イ
キ
ン
グ
分
水
は
、
補
助

金
委
託
料
の
額
は
、16
年
度
１
、

３
０
９
万
５
、９
３
０
円
、17
年

度
１
、７
６
２
万
５
、１
８
０
円
、

18
年
度
１
、２
４
１
万
１
、１
８
０

円
、
と
毎
年
多
額
の
税
金
で
運
営

さ
れ
資
産
が
16
年
度
６
９
０
万
４
、

４
３
９
円
だ
っ
た
も
の
が
19
年
度

決
算
の
資
産
残
高
が
１
、５
２
６
万

２
、０
０
８
円
と
倍
増
し
て
お
り
、

非
営
利
団
体
が
税
金
を
た
め
る
ほ

ど
の
補
助
金
・
委
託
料
が
適
切
だ

っ
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
設
立
時

の
旧
分
水
町
の
三
役
が
代
表
す
る

社
員
に
名
前
を
載
せ
て
い
る
こ
と

も
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
議
案
第

47
号
の
分
水
地
区
体
育
施
設
の
指

定
管
理
者
の
応
募
で
、Ａ
社
５
、６

２
１
万
６
千
円
、Ｂ
社
５
、６
２
３

万
７
千
円
、
バ
イ
キ
ン
グ
分
水
が

５
、６
９
０
万
円
と
一
番
高
額
な
も

の
に
指
定
管
理
者
を
予
定
す
る
こ

と
の
取
り
下
げ
を
求
め
る
。

答
①
　
最
終
的
に
こ
の
収
支
を
見

る
と
い
か
に
も
お
手
盛
り
で
は
な

か
っ
た
の
か
と
、
こ
う
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
選
定
は
、
職
員
だ

け
で
選
考
委
員
を
選
び
採
点
を
集

計
し
た
結
果
で
あ
る
。
今
後
は
、

民
間
の
審
査
員
も
検
討
し
た
い
。

問
②
　
中
国
製
の
農
薬
残
留
餃
子

事
件
を
受
け
て
学
校
給
食
安
全
性

確
保
の
た
め
に
、
栽
培
履
歴
の
あ

る
食
材
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
②
　
学
校
給
食
の
食
材
の
使
用

に
当
た
っ
て
は
、
安
全
証
明
書
類

の
提
出
等
、
安
全
性
確
保
に
万
全

の
注
意
を
払
い
た
い
。

問
③
　
商
店
街
活
性
化
に
核
と
な
る

施
設
の
誘
致
、燕
三
条
Ｆ
Ｍ
の
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
タ
ジ
オ
の
誘
致
な
ど
ど
う
か
。

答
③
　
核
と
な
る
施
設
と
し
て

大
型
店
舗
、
専
門
学
校
、
福
祉

施
設
、
高
齢
者
向
け
集
合
住
宅

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
で
活
性
化
に
つ
な
げ

施
設
の
進
出
し
や
す
い
状
況
を

作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

問
④
　
商
工
農
の
連
携
に
よ
る

農
産
物
の
輸
出
促
進
に
つ
い
て
。

答
④
　
食
に
係
わ
る
工
業
製
品

を
組
み
合
わ
せ
た
販
売
方
法
を

視
野
に
入
れ
、
産
地
問
屋
と
の

連
携
を
図
り
、
海
外
に
お
け
る

市
場
開
拓
を
進
め
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。

問
①
　
行
財
政
改
革
と
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
　
①
契
約
時

の
デ
ザ
イ
ン
は
、
３
本
の
柱
は

一
つ
に
つ
な
が
り
３
市
町
の
合

併
を
表
現
し
て
い
る
が
、
建
て

ら
れ
た
も
の
は
３
本
が
離
れ
て

い
る
。
デ
ザ
イ
ン
重
視
の
コ
ン

ペ
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
②
照

明
工
事
の
見
積
書
は
投
光
器
具
・

ラ
ン
プ
・
ラ
ン
プ
用
ト
ラ
ン
ス
が
、

メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
の
２
倍

か
ら
３
倍
強
で
見
積
も
ら
れ
て
い

る
。
業
者
の
言
う
と
お
り
支
払
う

の
か
。
③
入
札
参
加
資
格
の
無
い

業
者
を
参
加
さ
せ
た
こ
と
の
責
任
、

対
処
に
つ
い
て
。
④
燕
市
の
玄
関

口
と
し
て
観
光
客
に
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
、
当
市
の
魅
力
お
よ
び
観

光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ

た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
６
人
の
審

査
員
か
ら
見
て
ど
う
思
う
の
か
。

失
敗
か
、
税
金
の
無
駄
遣
い
か
、

自
分
の
感
性
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、

う
ま
く
い
っ
た
と
思
っ
て
い
る
の

か
な
ど
、率
直
な
感
想
を
聞
き
た
い
。

答
①
　
①
業
者
の
話
で
は
、
当
初

の
イ
メ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
図
で
は
く

っ
つ
い
て
い
た
が
、
絡
む
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
も
の
で
、

当
初
か
ら
構
造
上
、
３
㌢
ほ
ど
離

す
予
定
で
あ
っ
た
。
施
工
中
、
本

体
が
傷
つ
く
と
困
る
の
で
、
10
㌢

離
し
た
。
②
建
築
確
認
の
検
査
に

合
格
す
れ
ば
、
そ
の
請
求
書
に
基

づ
い
て
支
払
わ
れ
る
。
③
入
札
参

加
資
格
を
審
査
す
る
財
政
課
と
事

業
を
実
施
す
る
観
光
振
興
課
と
の

事
務
的
連
携
が
図
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
、
深
く

反
省
す
る
と
と
も
に
、
今
後
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
て
い
き
た
い
。
④

３
市
町
を
代
表
す
る
３
本
の
柱
に

市
章
を
中
心
と
し
て
、
燕
が
羽
ば

た
き
、
市
の
木
で
あ
る
桜
が
咲
く

感
じ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
（
市
長
、

財
政
課
長
）。
ス
テ
ン
レ
ス
の
つ

や
消
し
仕
上
げ
で
、
落
ち
着
い

て
い
る
（
副
市
長
）。
燕
が
羽
ば

た
き
、
市
の
木
で
あ
る
桜
が
咲

き
、
３
市
町
が
一
体
と
な
っ
て

躍
進
す
る
思
い
が
表
現
さ
れ
て

い
る
（
商
工
観
光
部
長
）。市
長
、

部
長
が
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
も
の
が

出
来
た
と
思
っ
て
い
る（
観
光
振

興
課
長
）。３
市
町
が
一
体
と
な

っ
て
未
来
に
向
け
て
躍
進
す
る

思
い
が
３
本
の
柱
で
表
現
さ
れ

て
い
る（
総
務
部
長
）。
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住
宅
用
火
災
報
知
器
設
置

　
　
　
耐
震
診
断
、
改
修
に
助
成
を

市
民
の
声
を
封
じ
込
め
て

　
観
光
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
平
然
と
設
置
さ
れ
た

渡 　 正 明
議 員

阿 部 健 二
議 員

市政に対する一般質問

問
①
　
住
宅
用
、
市
営
住
宅
の

火
災
報
知
器
設
置
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。住
宅
の
耐
震
診
断
、

改
修
の
助
成
は
ど
う
か
。

答
①
　
19
年
度
市
営
住
宅
で
の

火
災
報
知
器
の
設
置
状
況
は
54

世
帯
、
１
７
２
個
設
置
し
た
。

20
年
度
は
、
高
齢
者
、
単
身
者

の
入
居
割
合
の
多
い
平
屋
建
て

の
住
宅
団
地
で
１
０
０
世
帯
、
２

４
０
個
予
定
し
て
い
る
。
耐
震
診

断
改
修
は
国
・
県
の
補
助
制
度
と

し
て
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

建
設
の
木
造
住
宅
が
対
象
。
国
が

３
分
の
１
以
内
、
県
が
４
分
の
１

以
内
を
補
助
す
る
。
補
助
額
は
耐

震
診
断
に
よ
る
経
費
か
ら
、
本
人

負
担
１
万
円
を
差
し
引
い
た
金
額

と
し
、
上
限
を
９
万
円
と
考
え
て

い
る
。

問
②
　
市
税
な
ど
の
滞
納
者
対
策

と
し
て
、
税
務
職
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
を

任
期
付
き
で
採
用
す
る
な
ど
、
収

納
率
ア
ッ
プ
を
専
門
と
す
る
チ
ー

ム
を
作
り
対
応
し
た
ら
ど
う
か
。

ま
た
、
悪
質
で
は
な
い
滞
納
者
に

は
相
談
に
乗
り
、
一
緒
に
工
夫
す

る
な
ど
の
生
活
支
援
相
談
窓
口
を

作
っ
て
支
援
が
で
き
な
い
か
。

答
②
　
チ
ー
ム
を
作
っ
て
の
対
応

は
、
職
員
の
定
員
管
理
、
増
員
は

難
し
い
が
、
19
年
度
か
ら
税
務
専

門
員
の
派
遣
を
い
た
だ
き
、
財
産

調
査
や
滞
納
整
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
の
指
導
を
受
け
、
一
定
の
成
果

を
得
て
い
る
。
20
年
度
も
派
遣
を

お
願
い
し
て
い
る
。
納
税
相
談
に

当
た
っ
て
は
、
市
民
の
側
に
立
っ

て
行
う
よ
う
努
め
て
い
る
。
生
活

相
談
な
ど
お
困
り
の
方
は
、
ま
ず

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
こ
か
ら
解
決
の
方
法

を
少
し
は
見
出
し
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
③
　
地
区
公
民
館
な
ど
の
使
用

料
金
は
、
受
益
者
負
担
の
考
え
が

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

利
用
者
に
対
し
受
益
者
負
担
を

求
め
る
考
え
が
あ
る
か
。

答
③
　
使
用
料
な
ど
は
条
例
で

規
定
し
て
い
る
が
、
減
免
や
免

除
規
定
も
あ
る
。
す
べ
て
の
施

設
に
お
い
て
、
受
益
者
負
担
に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
現
状
で

は
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
負
担

を
お
願
い
し
維
持
管
理
費
の
一

部
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

受
益
者
負
担
の
見
直
し
と
し
て

市
民
の
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ

統
一
基
準
の
方
向
付
け
を
し
た

い
。

問
①
　
市
民
か
ら
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
設
置
中
止
の
申
し
入
れ
の

あ
っ
た
翌
日
、
業
者
の
判
断
を

優
先
し
て
設
置
さ
せ
、
結
果
、

市
民
の
声
を
封
じ
込
め
た
こ
と

か
ら
判
断
す
る
と
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
枠
組
み
の
必

要
性
の
一
つ
に
市
民
活
動
の
活

性
化
を
う
た
っ
て
い
る
の
は
、

も
し
か
し
て
、
市
民
活
動
を
押
さ

え
込
み
封
じ
込
め
ん
が
た
め
か
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
作
る
前

に
市
と
し
て
や
る
べ
き
は
議
会
を

単
な
る
追
認
機
関
と
し
た
が
る
の

を
や
め
、
い
か
に
些
細
な
こ
と
で

も
い
か
に
不
都
合
な
こ
と
で
も
市

民
の
声
に
き
ち
ん
と
対
峙
す
る
こ

と
で
は
な
い
の
か
。
す
な
わ
ち
議

会
は
市
民
の
声
を
代
表
す
る
機
関

と
思
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

答
①
　
か
つ
て
日
本
が
経
済
成
長

を
続
け
た
時
代
に
は
、
市
民
の
求

め
に
応
じ
た
道
路
や
公
共
施
設
づ

く
り
、
保
健
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
行
政
が
や
っ
て
き
た
が
、

国
と
地
方
と
を
問
わ
ず
厳
し
い
財

政
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
一
方

こ
れ
ま
で
の
全
て
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
行
政
が
に
な
う
こ
と
を
問
い

た
だ
す
動
き
も
あ
り
、
自
分
た
ち

で
出
来
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
と

い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
が

増
え
て
い
る
現
況
で
あ
る
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、

こ
の
機
会
を
と
ら
え
市
民
と
市
と

が
対
等
な
立
場
で
役
割
分
担
を
に

な
う
こ
と
で
、
市
民
自
治
の
本
来

の
姿
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
で
あ

る
。
こ
れ
を
進
め
る
た
め
に
は
、

市
民
に
広
く
行
政
情
報
を
公
開
し

互
い
に
共
有
し
、
市
民
の
意
見
を

反
映
し
な
が
ら
意
思
決
定
、
実
行

を
は
か
る
こ
と
が
市
政
運
営
の
根

幹
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
点
、
観
光
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
件
で
は
至
ら
な
い
部
分
が
多
々

あ
っ
た
こ
と
を
深
く
反
省
し
て

繰
り
返
し
発
言
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
反
省
を
踏

ま
え
て
、
今
後
、
議
会
を
は
じ

め
市
民
に
は
的
確
な
情
報
を
開

示
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
議

会
と
の
建
設
的
な
対
話
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
一
助
と
し
て（
仮
称
）ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
お
い
て
、

情
報
公
開
や
市
民
意
向
の
施
策

へ
の
反
映
な
ど
に
つ
い
て
議
会

か
ら
時
間
を
か
け
て
ご
論
議
い

た
だ
き
、
方
向
性
を
示
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
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高
齢
者
対
策
は
、
計
画
と
予
算
が

　
　
　
　
　
チ
グ
ハ
グ
で
は
困
り
ま
す

２
手
・
３
手
先
を
読
ん
だ
地
域
経
営
を

田 村 善 典
議 員

長 井 由喜雄
議 員

市政に対する一般質問

問
①
　
知
り
合
い
の
Ａ
さ
ん
が

孤
独
死
し
、
３
日
後
に
発
見
さ

れ
た
。
緊
急
通
報
体
制
整
備
事

業
は
17
年
度
１
９
７
人
、
18
年

度
１
７
１
人
と
利
用
が
減
り
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
で
は
20

年
度
２
３
０
人
の
目
標
だ
が
予

算
は
減
っ
て
い
る
。
65
才
以
上

の
高
齢
者
は
１
万
９
、４
９
６
人

で
、ひ
と
り
暮
ら
し
は
１
、９
３
７

人
、高
齢
者
の
み
世
帯
は
４
、０
５

９
人
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
反
比

例
し
た
こ
と
を
す
る
の
か
。
計
画

と
予
算
が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
い
か
。

ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
の
に
本
当
に
そ
う
い
う

制
度
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
①
　
利
用
台
数
が
増
え
て
い
な

い
の
は
、
助
成
要
件
が
考
え
ら
れ

る
。
今
後
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
ど
の

よ
う
な
要
件
と
す
る
か
今
後
の
課

題
で
あ
り
、
緩
和
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。

問
②
　
市
内
７
カ
所
で
行
っ
て
い

る
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

で
分
水
で
は
利
用
料
が
１
０
０
円

か
ら
６
０
０
円
と
な
っ
た
。「
な
る

べ
く
人
の
居
る
と
こ
ろ
に
行
き
た

い
け
ど
、
金
の
か
か
る
と
こ
ろ
に

出
ら
れ
な
い
」
と
い
う
声
も
聞
く
。

利
用
に
条
件
が
つ
き
、
登
録
・
利

用
者
が
減
っ
て
い
る
。
週
２
回
利

用
で
は
月
に
５
、４
０
０
円
の
負
担

と
な
り
、
お
年
寄
り
は
も
ら
う
年

金
の
額
で
在
宅
福
祉
事
業
の
利
用

が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
事
業
計
画
も
現
実
と
開
き
が
あ

り
、
燕
地
区
は
５･

１
倍
、
吉
田
地

区
１･

５
倍
、
分
水
地
区
で
２･

２

倍
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
条

件
の
緩
和
と
箇
所
数
を
増
や
し
て

目
標
の
１
万
２
、０
０
０
人
利
用
を

本
腰
を
入
れ
て
目
指
す
べ
き
。

答
②
　
条
件
を
付
け
る
べ
き
で
は

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、検
討
す
る
。

問
①
　
燕
市
総
合
計
画
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。
国
の
地
方
再
生
戦

略
も
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ

の
対
応
を
結
び
つ
け
ら
れ
な
い

か
。
答
①
　
新
産
業
誘
致
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
活
動
経
費
の
補
助
金
な

ど
、
地
域
産
業
活
性
化
関
連
予

算
の
活
用
を
要
望
し
て
い
る
。

企
業
立
地
、
企
業
誘
致
で
は
、
県

内
４
カ
所
の
１
カ
所
に
指
定
さ
れ

た
。
新
規
事
業
と
し
て
木
造
住
宅

耐
震
診
断
補
助
事
業
を
予
定
。

問
②
　
吉
田
駅
前
を
中
心
と
す
る

旧
吉
田
地
区
の
活
性
化
が
急
務
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
吉
田
95
号

線
は
必
要
と
思
う
が
。

答
②
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と

し
て
、
Ｊ
Ｒ
、
１
１
６
号
と
い
う

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
百
年

の
大
計
の
中
、有
利
な
財
源
を
活
用

し
た
対
応
も
対
策
の
一
つ
で
あ
る
。

問
③
　
真
に
行
財
政
改
革
を
行
う

な
ら
ば
、
部
課
長
に
２
～
３
人
の

民
間
人
を
登
用
し
て
新
し
い
血
を

注
い
で
は
い
か
が
か
。

答
③
　
今
は
考
え
て
い
な
い
が
、

人
材
登
用
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
、
か
ね
て
か
ら
の
基
本
的
な
考

え
方
で
あ
る
。

問
④
　
市
長
は
燕
ブ
ラ
ン
ド
と
よ

く
言
う
が
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
燕

三
条
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
考
え
て
は

ど
う
か
。

答
④
　
燕
ブ
ラ
ン
ド
を
主
力
に
置

き
な
が
ら
、
産
業
界
の
方
々
と
考

え
て
い
き
た
い
。

問
⑤
　
札
幌
市
で
障
害
者
を
虐
待
・

搾
取
す
る
不
幸
な
事
件
が
あ
っ
た

が
、
当
市
の
就
労
実
態
は
。

答
⑤
　
札
幌
市
の
事
件
は
障
害
者

の
人
権
侵
害
で
、
ゆ
ゆ
し
い
問
題

で
あ
る
。
当
市
で
は
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

問
⑥
　
旧
吉
田
泉
町
長
、
現
小
林

市
長
に
お
願
い
し
続
け
て
い
る
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
推
進

委
員
会
の
請
願
に
つ
い
て
。

答
⑥
　「
は
ば
た
き
」の
運
営
な

ど
、
事
業
展
開
を
考
慮
し
な
が

ら
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
、
ど

う
効
率
的
な
運
営
が
、
ど
の
場

所
で
必
要
か
、
当
事
者
、
福
祉

事
業
者
と
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
　

問
⑦
　
障
害
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
よ

し
だ
の
利
用
料
金
は
据
え
置
く

べ
き
と
思
う
が
。

答
⑦
　
障
害
者
に
は
自
立
を
、

高
齢
者
に
は
生
き
が
い
を
基
本

に
、
財
団
と
検
討
中
で
る
。

　
分
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
イ
ホ
ー
ム
を

　
利
用
す
る
皆
さ
ん

▲
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３
月
、
４
月
は
卒
園
卒
業
、
入

園
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
夢
と
希
望
に
燃
え
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。

　
子
ど
も
は
宝
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
皆
さ
ん
、
教
育
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
支
援
し
、
暖
か
く

見
守
っ
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

　
国
、
行
政
と
言
っ
て
も
、
一
つ

ひ
と
つ
の
家
庭
が
集
ま
っ
た
集
合

体
で
す
。
基
本
は
各
家
庭
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
家
族
が
仲
良

く
助
け
合
い
、
共
に
成
長
し
て
い

く
。
こ
う
し
た
家
庭
が
増
え
る
こ

と
が
地
域
力
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
確
信
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
幸
多
か

ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

（
渡
邉
正
明
）

あ

と

が

き

あ

と

が

き

―議会報特別委員会―

　委 員 長　小　林　速　夫
　副委員長　長　井　由喜雄
　委　　員　中　山　眞　二
　　 〃 　　塙　　　　　豊
　　 〃 　　杣　木　義　男
　　 〃 　　渡　邉　正　明
　　 〃 　　渡　邉　広　宣

意見書の提出 ３月定例会では、次の意見書を内閣総理
大臣をはじめ、関係大臣に送付しました。

各日とも午前９時30分から開催の予定です。委員会については事前にお申し込みください。

詳しくは議会事務局へお問い合わせください。電話 ０２５６－９３－５２９６（直通）

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

（
６
月
定
例
会
の
日
程
）

〇６月６日（金）　全員協議会

〇　　９日（月）　（全員協議会予備日）

〇　　13日（金）　本会議

　　　　　　　　　（議案上程、委員会付託、一般質問）

〇　　16日（月）　本会議（一般質問）

〇　　17日（火）　本会議（一般質問）

〇　　18日（水）　本会議（一般質問）

〇６月19日（木）　総務常任委員会

〇　　20日（金）　市民厚生常任委員会

〇　　23日（月）　産業建設常任委員会

〇　　24日（火）　文教常任委員会

〇　　26日（木）　本会議

　　　　　　　　　（委員長報告、質疑、討論、採決）

　全国で、医師不足によって地域の病院や診療科が
閉鎖され、必要な医療が受けられない事態が発生し
ています。特に産科や小児科、救急などを受け入れ
る病院が減り、出産に携わる医師も４分の３に減少
しています。新潟県内においても、医師不足によっ
て出産を扱う病院が減り、「地域で分娩ができない」
という事態が各地で起きています。
　こうしたなかで、病院で働く勤務医の労働実態も
深刻となっています。このまま医師不足を放置すれ

ば、国民の医療は大変な事態となるのは明白であり、
国は医師不足の実態とその原因を明らかにし、緊急
に対策をとることが求められています。
　よって、政府におかれては医師不足問題解決のた
め、下記事項について早急に実現されるよう地方自
治法第99条の規定により意見書を提出します。

（提出先）　内閣総理大臣　財務大臣　厚生労働大臣
　　　　　文部科学大臣

●深刻な医師不足を打開するための法律の制定を求める意見書

　看護の現場は、平均在院日数の短縮などによって、
業務量が大きく増え、かつてないほど過酷な勤務実
態となっており、離職が相次ぐ中で、看護職員不足
が深刻な問題となっています。看護職員の確保に関
しては、法律や指針によって定められているが、制
定からすでに16年の歳月が経過し、看護を取り巻く
状況も大きく変化してきています。看護職員の離職
を防止し、働き続けられる職場をつくるためには、
現行法の実効ある見直しが必要となっています。

　よって、国においては、看護職員を大幅に増員す
るため、夜勤を月８日以内に規制するなど「看護師
等の人材確保の促進に関する法律」を改正すること。
「看護婦等の確保を促進するための措置に関する基
本的な指針」を全面的に改正し、「看護職員需給見
通し」と統合して、国と都道府県が策定する「看護
職員確保計画」に改めることを強く要望する。

（提出先）　内閣総理大臣　財務大臣　厚生労働大臣

●「看護師等の人材確保の促進に関する法律」の改正を求める意見書

　現在地方では、高速道路など主要な幹線道路のネ
ットワーク形成をはじめ、防災対策、通学路の整備
などの安全対策、さらには救急医療など市民生活に
欠くことのできない道路整備を鋭意行っています。
　こうした中、仮に現行の道路特定財源の暫定税率
が廃止された場合、地方においては約9,000億円の
税収の減が生じ、さらに地方道路整備臨時交付金制
度も廃止された場合には、合わせて1兆6,000億円規
模の減収が生じることになります。
　このようなことになれば、本市では４億5,700万円
規模の減収が生じることとなり、道路の新設、着工

中の事業の継続も困難になるなど、本市の道路整備
は深刻な事態に陥ることになります。さらには、本
市の財政運営を直撃し、教育や福祉といった他の行
政サービスの低下など市民生活にも深刻な影響を及
ぼしかねないことにもなります。
　よって、現行の道路特定財源の暫定税率を堅持し、
関連法案を年度内に成立させるよう強く要望する。

（提出先）　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　　　　　内閣官房長官　総務大臣　財務大臣
　　　　　経済財政政策大臣　国土交通大臣

●道路特定財源の確保に関する意見書




